






 

理     由 

 

 

 

本地区は、大阪狭山市及び富田林市に跨り、南海高野線の金剛

駅と滝谷駅の中間に位置し、駅へのアクセス等利便性も良い、一

級河川・西除川の右岸に位置する地域である。 

周辺地域においては、大規模開発による区画整然とした住宅団

地と旧来の集落地が存在しているが、旧集落内の道路状況につい

ては、幹線となる府道河内長野美原線の道路幅員も狭く、また、

周辺道路のネットワークについても難があり、そのため自動車等

の通行や災害時の避難にも支障をきたす状況となっている。 

本計画は、２つの駅の徒歩圏にあるポテンシャルを生かした、

歩いて暮らせる集約連携型の都市構造への誘導が期待できる計画

であるとともに、幅員１２ｍの幹線道路を整備することで周辺地

区の交通環境の改善も踏まえた計画的な市街地の形成を図れるこ

とから、地区計画を決定しようとするものである。 


